


























































































一般校 探究高度化 探究多様化 大学ネット 他校ネット 指導者育成
１位 17.6％ 12 10.3％ 7 5.9％ 4 0.0％ 0 19.1％ 13
２位 13.2％ 9 10.3％ 7 5.9％ 4 1.5％ 1 17.6％ 12
３位 11.8％ 8 11.8％ 8 5.9％ 4 7.4％ 5 14.7％ 10
４位 5.9％ 4 14.7％ 10 17.6％ 12 2.9％ 2 10.3％ 7
５位 10.3％ 7 10.3％ 7 19.1％ 13 8.8％ 6 8.8％ 6
合計 58.8％ 40 57.4％ 39 54.4％ 37 20.6％ 14 70.6％ 48
― 運営システム カリキュラム 教材 理解ある人材 その他
１位 26.5％ 18 7.4％ 5 0.0％ 0 10.3％ 7 2.9％ 2
２位 23.5％ 16 8.8％ 6 5.9％ 4 13.2％ 9 0.0％ 0
３位 8.8％ 6 17.6％ 12 7.4％ 5 13.2％ 9 1.5％ 1
４位 11.8％ 8 14.7％ 10 11.8％ 8 10.3％ 7 0.0％ 0
５位 4.4％ 3 10.3％ 7 13.2％ 9 11.8％ 8 2.9％ 2
合計 75.0％ 51 58.8％ 40 38.2％ 26 58.8％ 40 7.4％ 5
n＝68
先進校 探究高度化 探究多様化 大学ネット 他校ネット 指導者育成
１位 22.9％ 19 4.8％ 4 3.6％ 3 0.0％ 0 19.3％ 16
２位 13.3％ 11 9.6％ 8 9.6％ 8 2.4％ 2 18.1％ 15
３位 15.7％ 13 9.6％ 8 19.3％ 16 3.6％ 3 18.1％ 15
４位 7.2％ 6 15.7％ 13 10.8％ 9 9.6％ 8 15.7％ 13
５位 9.6％ 8 14.5％ 12 10.8％ 9 10.8％ 9 9.6％ 8
合計 68.7％ 58 54.2％ 46 54.2％ 45 26.5％ 22 80.7％ 67
― 運営システム カリキュラム 教材 理解ある人材 その他
１位 24.1％ 20 8.4％ 7 1.2％ 1 8.4％ 7 7.2％ 6
２位 19.3％ 16 9.6％ 8 9.6％ 8 8.4％ 7 0.0％ 0
３位 9.6％ 8 6.0％ 5 3.6％ 3 14.5％ 12 0.0％ 0
４位 12.0％ 10 10.8％ 9 9.6％ 8 8.4％ 7 0.0％ 0
５位 2.4％ 2 9.6％ 8 14.5％ 12 12.0％ 10 6.0％ 5













合成点数 探究高度化 探究多様化 大学ネット 他校ネット 指導者育成
一般校 135 114 85 29 163
（割合） 13.2％ 11.2％ 8.3％ 2.8％ 16.0％
先進校 198 114 122 42 219
（割合） 15.9％ 9.2％ 9.8％ 3.4％ 17.6％
― 運営システム カリキュラム 教材 理解ある人材 その他 合計
一般校 191 112 56 120 15 1020
（割合） 18.7％ 11.0％ 5.5％ 11.8％ 1.5％ 100％
先進校 210 108 74 123 35 1245
（割合） 16.9％ 8.7％ 5.9％ 9.9％ 2.8％ 100％
表３　学校種×選択肢　調整済み残差
残差分析 探究高度化 探究多様化 大学ネット 他校ネット 指導者育成
一般校 -1.784 1.59 -1.204 -0.721 -1.018
先進校 1.784 1.59 1.204 0.721 1.018
― 運営システム カリキュラム 教材 理解ある人材 その他
一般校 1.153 1.844 -0.462 1.442 -2.161＊＊






















































































































  文部科学省は SSH の「科学技術人材育成重点枠」（重点枠）について、 
「地域の中核拠点形成など、科学技術人材育成に係る重点的な取組を、
SSH基礎枠と一体的な事業として推進するための『科学技術人材育成重
点枠』を設け、SSH 指定校に対して追加の支援を行うもの」としている。 
文部科学省（http://www.mext.go.jp）内「平成30年３月27日　平成30
12
年度スーパーサイエンスハイスクール（SSH）指定校の内定等について」
（http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/30/03/1402587.htm）　最
終確認：2018年11月30日
  シンポジウム２「探究から研究へ―大学と学校現場をつなぐ博士人材」
（京都から、「未来の子どもたちへ」贈る　研究現場と学校現場で創る 
「新しい学び」の世紀　Vol.１）2015年12月26日、京都大学総合博物館
文献
蒲生諒太（2018）「全国高等学校『探究的な学習』に関するアンケート調査：
探究先進校と一般校の比較検討」『教職課程年報（１）』pp.44-62
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